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三
月
十
三
日
、
=
一
月
ジ
ェ
ッ
ト
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
貫
徹
の
余
じ
ん
さ
め
や
ら
ぬ
な
か
、
動
力
車
会
館

K
拾
い

1
、
一
間

全
支
部
委
員
長
の
出
席
を
え
て
第
八
回
支
部
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
o

二
月
十
九
日
助
役
機
関
士
一
線
見
阻
止
料

闘
争
を
皮
切

h
と
し
た
連
続
闘
争
の
決
起
と
、
首
都
圏
は
も
と
よ
り
全
日
本
を
震
憾
さ
せ
た
五
日
間
ス
ト
ラ
イ
キ
一
問

を
文
字
通
り
そ
の
先
頭

K
起
っ
て
闘
い
抜
い
た
、
各
支
部
委
員
長
の
顔
は
明
る
〈
限
は
輝
き
自
信

K
溢

れ

た

活

発

搬

な
討
論
が
行
わ
れ
た
o

会
議
は
、
一
一
一
月
ジ
ェ
ッ
ト
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
の
勝
利
的
中
間
総
括
を
確
認
し
、
当
面
す
る
鰍

反
弾
圧
、
反
処
分
、
組
織
強
化
の
取
組
み
を
決
定
し
成
功
抽
出

K
終

了

し

た

。
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月
ジ
ェ
ッ
ト
決
戦
ス
ト
ラ
イ
キ
貫
徹
の
成
果

支
部
代
で
提
起
さ
れ
た
三
月
ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
の
中
間
総

括
視
点
は
次
の
通

b
で
あ
る
o

聞
け
凶
三
月
ジ
ェ
ッ
ト
闘
争
は
、
動
労
千
葉
の
一
一
一
里

塚
・
反
ム
口
を
基
軸

K
し
た
路
線
的
優
位
性
・
正
義
性
を
守

り
切
り
、
「
二

O
二
億
円
ス
ト
慎
賠
問
題
」
「
一
二
五
万
人

体
制
攻
撃
」
下
で
苦
闘
す
る
国
鉄
労
働
者

K
H
や
れ
ば
で

き
る
H

と
い
う
確
信
と
闘
魂
を
呼
ひ
ざ
ま
し
、
揺
さ
ぶ
る

歴
史
的
関
い
と
し
て
貫
徹
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
o

き
ら

K
と
の
闘
い
は
、

θ
動
労
千
葉
組
合
員
が
「
動
労
千
葉
と
は
と
う
い
う
労
働

組
合
な
の
だ
」
と
胸
を
は
っ
て
誇

b
う
る
財
産
を
作
っ
た

闘
い
で
あ
り
、

。
三
一
里
塚
闘
争
勝
利
の
突
破
口
を
大
き
く
切
り
拓
〈
闘
い

で
あ

b
、

白
国
鉄
労
働
運
動
の
戦
闘
的
再
生
!
日
本
労
働
運
動
の
階

級
的
・
戦
闘
的
潮
流
の
胎
動
と
高
揚
を
作
り
だ
し
た
闘
い

で
あ
り
、

@
権
力
・
当
局
と
動
労
「
本
部
」
ス
ト
破
り
集
団
一
体
と

な
っ
た
動
労
千
葉
彼
壊
攻
撃
秋
山
差
別
労
政
を
粉
砕
し

た
闘
い
で
あ
っ
た
。

閉
口
出
動
労
千
葉
千
一
一
一
百
名
組
合
員
が
、
一
日
一
腹
を

き
め
腰
を
す
え
て
決
起
す
る
な
ら
ば
首
都
圏
国
電
を
震
憾

さ
せ
う
る
底
力
を
示
し
き
っ
た
と
と
で
あ
る
o

そ
の
こ
と

K
よ
っ
て

θ
秋
山
差
別
労
政
を
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ょ
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、
今
後
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当
局
と
の
労

使
関
係
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F
け
る
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性
を
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立
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」
ス
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破
り
集
団
の
腐
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を
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K
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、
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倉
土
屋
一
派
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下
部
か
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の
動
揺

を
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出
し
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と
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あ
る
o

叫
附
言
す
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念
ら
ば
、

二
十
二
日
以
来
現
時
点

K
沿
い
て
も
土
屋
粋
を
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じ
め
と

す
る
デ
ツ
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上
げ
「
支
部
三
役
」
は
職
場

K
顔
す
ら
出
せ

な
い
と
い
う
低
た
落
ぶ
り
で
あ
り
、
極
少
「
本
部
」
派
組

合
員
は
と
れ
に
対
し
公
然
と
不
満
を
い
い
だ
す
状
況
で
あ
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も
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で
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千
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ゴ
一
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日
、
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千
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」
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っ
て
「
一
九
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一
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四
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日
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の
新
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金
K
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」
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」
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都
市
手
当
は
賃
金
引
上
率
の
増
額
を
基
本
と
し
、
千
葉
管
内

の
特
殊
事
情
K
も
と
づ
〈
人
口
密
度
の
異
常
増
加
な
ど
を
考
慮

し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
設
ま
た
は
級
地
の
引
上
げ
を
行
う
と
と
。

広
臨
時
一
雇
用
員
の
最
低
賃
金
を
日
額
四
、
五

O
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、
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一

O
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二
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継
続
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務
す
る
者

K
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い
て
は
、
「
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額
制
」
と
す
る
と
と
。
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運
転
職
場
の
特
殊
性
な
よ
び
従
来
の
懸
案
事
項
で
あ
る
職
群

引
き
上
げ
、
是
正
念
ど
を
行
う
と
と
。


